
研究概要と成果
セルロースとナノセルロースの融合からなる、プラスチックを全く含まない海洋分解性・リサ
イクル性・実用耐久性を兼ね備えた「海洋分解性紙素材」を創出する

環境政策等への貢献
・海水環境下での生分解性による、海洋プラスチックごみ問題の解消
・CO2増加を抑制するカーボンニュートラルによる、脱炭素化
・SDGs目標「9．技術革新」「12．つくるつかう責任」「14．海の豊かさを守る」「15．陸の豊
かさを守る」バイオマス製品推進協議会公表の「
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研究成果サマリー

研究概要
海洋プラスチックごみ問題の解決策として、生分解性の良好なセルロースを主成分にし
た材料開発。セルロースのナノセルロースの融合からなる、プラスチックを全く含まな
い海分解性・リサイクル性・実用耐久性を兼ね備えた「海洋分解性紙素材」の創出。

「海洋分解性紙素材」試験品のコンポスト・土壌・
淡水の環境下における生分解性についての評価

「海洋分解性紙素材」試験品の耐油性
と耐水性についての評価

研究成果

今後、本研究開発で開発したセルロー
スナノファイバーコンポジットについ
ては「マグネイチャー」の商標で商品
展開。
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